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◆こんな時どうする? 小児救急を賢く利用しましょう 
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待合室 

済生会横浜市東部病院がオープン 
一歩先の医療で、生命と健康を守る 

最 新 医 療 情 報 

◆医療クローズアップ 

安心してお産ができない！ 
～危機に瀕する産科医療～ 
◆医療を支える人々 

患者さんと笑顔で向き合い、栄養管理や指導に心を配る 
横浜船員保険病院・栄養管理室長 梅澤眞由美さん 



　
横
浜
市
内
で
は
5
番
目
と
な
る
地
域
中
核
病
院
「
済

生
会
横
浜
市
東
部
病
院
」
が
今
春
、
鶴
見
区
下
末
吉
の

鶴
見
川
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

 

「
一
歩
先
の
医
療
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
高
度
で
最
良

の
医
療
の
提
供
を
め
ざ
す
同
病
院
に
、こ
れ
ま
で
中
核

病
院
が
な
か
っ
た
市
内
東
部
地
域
の
皆
さ
ん
も
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

最 新 医 療 情 報  最 新 医 療 情 報  

一
歩
先
の
医
療
で 

生
命
と
健
康
を
守
る 

市
内
5
番
目
の
地
域
中
核
病
院 

済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
が
オ
ー
プ
ン 

　
済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
は
、

平
成
16
年
暮
れ
に
着
工
。
約
２

年
の
歳
月
を
か
け
て
昨
年
12
月

に
建
物
が
完
成
し
、
地
域
住
民

の
期
待
の
中
、
去
る
３
月
30
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
10

階
建
て
で
、
ベ
ッ
ド
数
は
全
部

で
５
５
４
床
。
東
部
地
域
で
は

最
大
規
模
の
病
院
で
す
。 

　
正
面
玄
関
を
入
る
と
、
す
ぐ

目
の
前
に
総
合
案
内
所
が
設
け

ら
れ
、
案
内
嬢
が
に
こ
や
か
に

応
対
し
て
く
れ
ま
す
。
病
院
と

い
う
よ
り
、
デ
パ
ー
ト
の
よ
う

な
感
じ
。
院
内
も
淡
い
ベ
ー
ジ

ュ
色
を
基
調
に
し
て
い
て
、
明

る
く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が

漂
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
外
来
患
者
さ
ん
、
入

院
患
者
さ
ん
、
見
舞
客
、
病
院

職
員
の
通
路
が
完
全
に
分
離
さ

れ
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
以
外
は
、
目

的
の
場
所
以
外
に
立
ち
入
る
事

が
で
き
な
い
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

☆ 

　
東
部
病
院
で
は
、
消
化
器
、
呼

吸
器
な
ど
疾
患
別
に
16
の
診
療

セ
ン
タ
ー
と
、
眼
科
、
耳
鼻
咽

喉
科
、
皮
膚
科
な
ど
５
つ
の
診

療
科
を
設
置
。 

　
各
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、こ
れ
ま

で
の
内
科
・
外
科
と
い
う
考
え
方

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
毎

に
内
科
系
・
外
科
系
の
医
師
が

協
力
し
て
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。 

　
ま
た
救
急
医
療
に
も
力
を
入

れ
、
病
院
の
一
階
に
は
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、救

急
医
療
担
当
の
医
師
や
看
護
師

な
ど
が
待
機
。
24
時
間
３
６
５

日
休
み
な
し
で
、
救
急
患
者
の

診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
小
児
救
急
医
療
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
十
分
な

ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え
て
年
中
無

休
体
制
で
救
急
患
者
の
診
療
に

あ
た
り
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
が
ん
・
心
疾
患
・

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
診
療
に
も

力
を
入
れ
、
最
新
鋭
の
医
療
機

器
を
用
い
て
高
度
医
療
を
目
指

し
て
い
ま
す
。 

☆ 

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
大
き
な

特
徴
が
医
療
と
福
祉
の
連
携
で

一
歩
先
の
医
療
で 

生
命
と
健
康
を
守
る 

市
内
5
番
目
の
地
域
中
核
病
院 



最新医 療 情 報  

す
。
病
院
に
併
設
し
て
、
小
児

期
か
ら
の
神
経
疾
患
な
ど
を
抱

え
た
重
症
の
心
身
障
害
児（
者
）

の
た
め
の
施
設
を
併
設
。 

　
鶴
見
区
の
花
に
ち
な
み
、「
サ

ル
ビ
ア
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の

施
設
に
は
、定
員
44
人
の
入
所
施

設
と
外
来
部
門
が
あ
り
、き
め
細

か
な
介
護
だ
け
で
な
く
、
院
内

す
べ
て
の
診
療
セ
ン
タ
ー
・
診
療

科
と
密
接
な
連
携
を
持
ち
、
即

座
に
必
要
な
専
門
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
東
部
病
院
に
は
、
災
害

時
の
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能

も
備
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 ﹇
注
﹈済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院

の
初
診
外
来
は
原
則
、紹
介
制
。

受
診
に
は
他
の
医
療
機
関
の
紹

介
状
が
必
要
で
す
。 

多
様
な
形
で
病
診
連
携
を 

　
済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
が

オ
ー
プ
ン
し
て
、
ほ
ぼ
一
カ
月
。

東
部
方
面
の
地
域
中
核
病
院
と

し
て
の
運
営
方
針
や
今
後
の
抱

負
な
ど
を
川
城
丈
夫
院
長
に
伺

い
ま
し
た
。 

 

―
―
待
ち
に
待
っ
た
中
核
病
院

が
完
成
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
医
療
を
め
ざ
そ
う
と
お
考

え
で
す
か
。 

 

川
城
　
高
度
で
最
良
の
医
療
を

提
供
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
が
、
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。

そ
の
た
め
に「
常
に
一
歩
先
の
医

療
を
」の
標
語
を
掲
げ
、
全
ス
タ

ッ
フ
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

―
―
地
域
中
核
病
院
に
は
、
地

域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
、

地
域
医
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大

切
な
役
割
も
あ
り
ま
す
。
“病
診

連
携
“の
方
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。 

 

川
城
　
地
域
の
診
療
所
と
の
病

診
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
中
小
病

院
と
の
病
病
連
携
や
福
祉
・
介

護
と
の
連
携
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
東
部
地
域
全
体
の
医

療
・
福
祉
の
向
上
に
そ
の
下
支

え
と
し
て
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
地
域
医
療
と
の
連
携
で
は
、

医
療
機
器
な
ど
施
設
・
設
備
の

共
同
利
用
や
東
部
病
院
の
ス
タ

ッ
フ
と
の
各
種
勉
強
会
、
学
術

集
会
の
開
催
、
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し

た
診
断
情
報
の
共
有
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。 

　
ま
た
ド
ク
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

看
護
師
さ
ん
や
薬
剤
師
さ
ん
同

士
の
交
流
も
必
要
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
、ゆ
く
ゆ
く
は
開
業
医
の
先

生
方
に
、
東
部
病
院
の
外
来
診

療
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
形
の

連
携
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。 

 

―
―
卒
後
教
育
や
生
涯
研
修
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す

ね
。 

 

川
城
　
院
内
に
医
療
技
術
の
訓

練
や
再
研
修
の
た
め
の
ス
キ
ル
セ

ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。こ
の

施
設
は
外
部
に
も
開
放
し
、
地

域
の
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
の
方

も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
医
療
現
場
へ
の
復
帰
を

望
ん
で
い
る
休
業
中
の
看
護
師

さ
ん
の
再
訓
練
な
ど
に
も
活
用

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

川
城
丈
夫
院
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 



～危機に瀕する産科医療～ 
医師不足や訴訟リスクの早期解消を 

医療クローズアップ  

安心してお産ができない！ 

長い間、わが国は世界一安全で、安心してお産ができる国と言われてきました。ところが近年、
産科医不足や分娩施設の減少などが深刻になり、産科医療の危機が叫ばれています。そこで、
前横浜市産婦人科医会会長の東條龍太郎先生に、危機の背景や今後の課題などを伺いました。 

産
科
医
療
が
危
機
に
瀕
し
、
“分

娩（
お
産
）難
民
“
の
言
葉
ま
で

耳
に
し
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
事
態
が
起
き
て
い
る
の
で

す
か
。 

 

東
條
　
危
機
の
原
因
の
一
つ
は
、

お
産
を
担
当
す
る
産
科
医
の
不

足
で
す
。
産
婦
人
科
の
看
板
を

掲
げ
て
き
た
開
業
医
の
高
齢
化

や
中
堅
勤
務
医
の
産
科
離
れ
、

さ
ら
に
産
婦
人
科
を
志
望
す
る

若
手
医
師
の
急
減
な
ど
が
、
こ

れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
横
浜
で
も
産
婦
人

科
の
開
業
医
が
、
高
齢
な
ど
を

理
由
に
“産
科
“の
看
板
を
下
ろ

し
、
お
産
を
取
り
扱
わ
な
い
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
医
師
の
産
科
離
れ
も

深
刻
で
す
。
横
浜
市
立
大
や
東

海
大
な
ど
医
学
部
を
持
つ
県
内

４
大
学
を
対
象
に
し
た
最
新
の

調
査
で
は
、
産
婦
人
科
を
志
望

す
る
若
手
医
師
が
激
減
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
“お
産
難
民
“
と
は

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。 

 

東
條
　
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い

た
開
業
医
が
産
科
を
や
め
た
り
、

産
科
医
不
足
か
ら
分
娩
の
取
り

扱
い
を
縮
小
・
閉
鎖
す
る
病
院

が
相
次
ぎ
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心

し
て
出
産
で
き
る
医
療
施
設
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。 

　
以
前
は
身
近
な
所
に
、
分
娩

管
理
を
任
せ
ら
れ
る
産
科
医
が

必
ず
い
て
、妊
婦
さ
ん
も
安
心
で

し
た
が
、
最
近
は
遠
方
の
医
療

施
設
ま
で
足
を
延
ば
さ
な
い
と
、

安
全
・
安
心
な
出
産
が
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
現
状
を
“お
産
難

民
“
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
問

題
は
地
方
へ
行
く
ほ
ど
深
刻
で

す
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
現
状
を

放
置
す
る
と
、
お
産
難
民
は
近

い
将
来
、
50
万
人
に
増
え
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

産
科
医
療
危
機
の
主
因
で
あ
る

産
科
医
不
足
は
、
何
が
原
因
で

起
き
て
い
る
の
で
す
か
。 

 

東
條
　
一
つ
は
、
過
酷
と
も
言

え
る
労
働
環
境
で
す
。
お
産
で

は
、
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
ず
、
産
科
医
は
常
に
緊
張
状

態
の
中
で
、
妊
婦
さ
ん
の
体
調

管
理
に
万
全
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で

は
、
24
時
間
拘
束
の
激
務
を
強

い
ら
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。 

　
そ
の
た
め
、
勤
務
医
の
場
合

は
当
然
、
当
直
が
多
く
な
り
、

当
直
が
明
け
て
も
、
外
来
担
当

や
手
術
の
勤
務
が
あ
り
、
な
か

な
か
帰
れ
ま
せ
ん
。
企
業
で
は

月
１
０
０
時
間
の
超
過
勤
務
が

あ
れ
ば
、
産
業
医
に
見
せ
な
さ

い
と
い
う
の
に
、
そ
の
医
師
の

方
が
よ
ほ
ど
安
全
衛
生
法
違
反

状
態
で
す
。
ま
た
分
娩
施
設
を

持
つ
開
業
医
で
あ
れ
ば
、
医
師

だ
け
で
な
く
、
家
族
も
含
め
て
、

休
日
も
満
足
に
休
め
ず
、
一
泊

旅
行
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
の

が
実
情
で
す
。 

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
出
産

を
め
ぐ
る
医
療
訴
訟
の
増
加
で

す
。
近
年
は
お
産
は
安
全
と
い

う
“安
全
神
話
“
が
浸
透
し
、

事
故
が
起
こ
る
と「
医
師
の
せ

い
」
と
考
え
る
風
潮
が
強
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
産
科

医
を
相
手
に
し
た
訴
訟
が
増
え
、

福
島
県
で
は
出
産
を
担
当
し
た

医
師
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
ま
で

起
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
分
娩
に
は
危
険
が

つ
き
も
の
で
、
産
科
医
が
ど
ん

な
に
最
善
を
尽
く
し
て
も
予
防

で
き
な
い
不
測
の
事
態
も
起
こ

り
得
る
わ
け
で
す
。 

　
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
配
慮
に

至
ら
ず
、
す
ぐ
に
医
師
を
訴
え

る
。
こ
う
し
た
訴
訟
リ
ス
ク
の

高
さ
が
、
産
科
医
離
れ
を
加
速

し
、
医
師
不
足
を
招
く
一
因
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。 

 

さ
て
、
危
機
に
あ
る
産
科
医
療

を
立
て
直
す
に
は
、
何
が
必
要

で
す
か
。 

 

東
條
　
ま
ず
、
産
科
医
の
労
働

環
境
を
改
善
し
、
負
担
を
軽
く

す
る
こ
と
。
報
酬
の
ア
ッ
プ
な

ど
、
産
科
医
の
魅
力
を
高
め
る

こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。 

　
も
う
一
つ
は
、
訴
訟
リ
ス
ク

の
解
消
で
す
。
世
間
の
皆
様
に

は「
産
科
医
の
仕
事
の
大
変
さ
」

を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
今
、

現
在
必
死
に
な
っ
て
産
科
体
制

の
維
持
に
頑
張
っ
て
い
る
医
師

や
助
産
師
、
看
護
師
に
十
分
な

る
評
価
を
切
に
お
願
い
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

前横浜市産婦人科医会会長 

東條 龍太郎 先生 



患
者
さ
ん
と 

笑
顔
で
向
き
合
い
、 

栄
養
管
理
や
指
導
に 

心
を
配
る 

　
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
の
小
高

い
丘
の
上
に
建
つ
横
浜
船
員
保

険
病
院
。
こ
こ
で
栄
養
管
理
室

の
室
長
と
し
て
働
く
梅
澤
眞
由

美
さ
ん
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
管
理

栄
養
士
さ
ん
で
す
。 

　
毎
朝
８
時
に
は
出
勤
。
朝
礼

が
終
わ
る
と
、
院
内
を
飛
び
回

り
、
患
者
さ
ん
個
々
へ
の
栄
養

指
導
や
人
間
ド
ッ
ク
で
来
院
し

た
人
た
ち
へ
の
栄
養
講
話
な
ど
、

予
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
次
々

と
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。 

　
管
理
室
長
と
し
て
、
栄
養
士

や
調
理
師
さ
ん
な
ど
20
人
の
ス

タ
ッ
フ
を
率
い
、
日
々
の
仕
事

は
か
な
り
ハ
ー
ド
で
す
。
し
か

し「
大
好
き
な
仕
事
な
の
で
、
ち

っ
と
も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
」と

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
梅
澤
さ
ん
が
栄
養
士
を
志
し

た
の
は
、
小
田
原
女
子
短
大
の

家
政
学
部
時
代
。卒
業
を
控
え
、

教
員
か
栄
養
士
か
で
悩
み
ま
し

た
が
、
結
局
、「
病
院
で
患
者
さ

ん
に
食
事
の
大
切
さ
を
教
え
て

あ
げ
た
い
」と
、
栄
養
士
の
道
を

選
び
ま
し
た
。 

　
短
大
を
卒
業
後
は
本
厚
木
の

外
科
病
院
へ
。
途
中
、
結
婚
・
退

職
を
挟
み
、
大
企
業
や
保
健
所

な
ど
に
も
勤
め
ま
し
た
が
、「
栄

養
士
と
し
て
働
く
な
ら
病
院
で
」

と
、
平
成
元
年
に
横
浜
船
員
保

険
病
院
に
移
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
栄
養
士
と
し
て
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
独

学
で
新
設
の
管
理
栄
養
士
に
挑

戦
。
た
だ
、
そ
の
苦
労
は
並
大

抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
子
育
て
と
仕
事
に
追
わ
れ
、
勉

強
に
専
念
で
き
る
の
は
深
夜
だ

け
。
睡
魔
と
戦
い
、
忘
れ
て
い

た
化
学
の
基
礎
を
必
死
に
思
い

出
し
な
が
ら
、
机
に
向
か
い
ま

し
た
」と
梅
澤
さ
ん
。そ
の
努
力

が
実
り
、
難
関
の
国
家
試
験
も

見
事
、
一
回
で
ク
リ
ア
で
き
ま

し
た
。 

　
管
理
栄
養
士
に
な
る
に
は
、

栄
養
士
と
し
て
２
年
以
上
の
実

務
を
経
験
す
る
か
、
大
学
・
専

門
学
校
な
ど
４
年
制
の
養
成
施

設
を
修
了
し
た
後
、
国
家
試
験

に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
道
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
資
格
を
取
得
す
れ

ば
、
病
院
を
は
じ
め
、
学
校
、
老

人
施
設
、
企
業
な
ど
活
躍
の
場

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
栄
養
士
と
し
て
37
年
。「
こ
の

仕
事
は
天
職
。
誇
り
を
感
じ
ま

す
」と
語
る
梅
澤
さ
ん
は
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
患
者
さ
ん
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
今
日
も
笑
顔

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

医療を支える人々 

横浜船員保険病院 
栄養管理室長 

管理栄養士 梅澤 眞由美 さん 

水を多く飲むのは 
本当に健康に良いのか 

　最近、尿の回数が多い（これを頻尿
といいます）ということを訴える患者
さんが多く来院します。一口に頻尿
といっても、その原因はさまざまです。
しかし病気でないのに頻尿を訴える
方が増加しているように思われます。
近頃「あなたは脳梗塞の“け”がある
から、たくさん水分をとる方が良い」
だとか「できるだけ多くとった方がか
らだに良い」といわれてペットボトルを
そばに置いてトイレに行くたびに飲ん
でいる方が多く見られます。しかしこ
れは本当に必要なのでしょうか。 ひ
とが普通の環境で普通に生きるため
の1日の水分必要量は2.5～2.6リット
ル（1リットル＝1,000ml）と考えられて
います。このうち食事でおよそ1.0リッ
トルの水分が摂取されます、また体内

では代謝水といって300mlの水分が作
られています。残りの必要量は1.2～
1.3リットルで、これはお茶や薬のとき
に500～700mlは飲みますから残りは
せいぜい500～800ml摂ればよいこと
になります。水分摂取が多いほど脳梗
塞にならないという学問的な証拠は現
在のところ無いとされています。確かに
脱水は梗塞の方には良くはないでしょ
う。しかしよほど暑い真夏や汗を沢山
かくような運動でもしない限りは危険

な脱水にはなりません。むしろ過剰に
体内に水分がとりこまれると、むくみ
を伴うようなうっ血性心不全や腎臓
の機能低下のある方では、危険な状
態におちいります。そこまで至らなく
とも過剰にとった水分は、体のバラン
スを一定に保つために体外に尿とし
て排出されます。結果として尿の回数
がふえること、つまり頻尿の状態になり、
はなはだしいときには昼も夜も、30～
60分ごとにトイレへ通い、日常生活、
仕事や旅行などの妨げとなり、夜間は
睡眠障害の原因となってしまいます。
無理に飲むことを制限することはいけ
ませんが、また無理に必要以上に飲む
ことは必ずしも健康に良いとは言えな
いと考えた方が妥当と思われます。 
（みんなの健康編集委員会 公平 昭男） 



マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
寿
瀬
谷
」 

ボ
ー
ル
追
い
、心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！ 

健康の仲間たち 

健康の仲間たち 

シリーズ
 

   

　「
ハ
ー
イ
」「
ソ
ー
レ
」。
横
浜

市
瀬
谷
区
の
厚
木
街
道
沿
い
に

あ
る
瀬
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
体
育

館
。
こ
こ
を
拠
点
に
活
動
を
続

け
て
い
る
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
チ
ー
ム「
寿
瀬
谷
」の
練
習

試
合
が
始
ま
り
、
元
気
な
掛
け

声
が
飛
び
交
い
ま
す
。 

　「
寿
」の
名
の
通
り
、
選
手
の

平
均
年
齢
は
70
歳
近
く
。
し
か

し
、
ボ
ー
ル
を
追
う
動
き
は
軽

や
か
で
、
全
く
年
齢
を
感
じ
さ

せ
ま
せ
ん
。 

　「
寿
瀬
谷
」が
誕
生
し
た
の
は

20
数
年
前
。
県
の
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
が
主
催
す
る

45
歳
以
上
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
“い
ち
ょ
う
杯
“に
出
た
い
一

心
で
、
今
も
監
督
兼
選
手
と
し

て
頑
張
る
堀
井
厚
子
さ
ん
が
、

メ
ン
バ
ー
を
募
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。 

　
堀
井
さ
ん
の
呼
び
掛
け
に
、

学
生
時
代
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

経
験
が
あ
る
区
内
の
マ
マ
さ
ん

た
ち
が
次
々
と
応
募
。
早
速
、

新
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
、
念
願

の
“い
ち
ょ
う
杯
“へ
の
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。 

 

週
一
回
、
練
習
で
心
地
良
い
汗 

 

　
そ
れ
か
ら
20
余
年
。

発
足
当
時
は
40
〜
50

代
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー

も
年
齢
を
重
ね
、
チ

ー
ム
も
高
齢
化
し
て

き
ま
し
た
。 

　「
全
部
で
12
人
の
メ

ン
バ
ー
の
う
ち
、
最

高
齢
は
75
歳
。
マ
マ

さ
ん
と
言
う
よ
り
、

も
う
立
派
な
お
婆
さ

ん
チ
ー
ム
。
だ
っ
て
、

み
ん
な
孫
が
い
る
ん

で
す
も
の
」。
そ
う
言

っ
て
は
ば
か
ら
な
い

堀
井
さ
ん
に
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
も
大
笑
い

で
す
。 

　
年
は
と
っ
て
も
、気

持
ち
が
若
々
し
く
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
「
寿
瀬
谷
」
チ
ー
ム
。「
バ

レ
ー
は
健
康
の
源
」と
今
も
定

期
練
習
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
週

一
回
、
金
曜
日
に
は
瀬
谷
地
区

セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
に
全
員
集

合
。
お
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

姿
も
り
り
し
く
、
年
下
の
マ
マ

さ
ん
チ
ー
ム
を
相
手
に
、
練
習

試
合
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

楽
し
く
、
心
躍
る
一
泊
旅
行 

 

　
そ
し
て
、
チ
ー
ム
に
と
っ
て

一
番
の
楽
し
み
が
、
練
習
と
懇

親
を
兼
ね
て
毎
年
実
施
し
て
い

る
一
泊
旅
行
で
す
。 

　
昨
年
は
沼
津
ま
で
出
掛
け
、

昼
間
は
バ
レ
ー
の
練
習
、
夜
は

お
風
呂
と
お
い
し
い
食
事
、
お

し
ゃ
べ
り
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

満
喫
し
ま
し
た
。 

　
バ
レ
ー
は
健
康
づ
く
り
に
も

一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で
、
チ

ー
ム
で
最
高
齢
の
大
熊
玉
季
さ

ん
は「
一
緒
に
練
習
を
始
め
て
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
病
気
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
明
る
い
仲
間
に
囲
ま

れ
、
大
き
な
声
を
出
し
て
ボ
ー

ル
を
追
っ
て
い
る
と
、
青
春
時

代
に
戻
っ
た
感
じ
で
、
心
身
が

と
て
も
若
返
り
ま
す
」と
語
っ

て
い
ま
す
。 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
絆
で

固
く
結
ば
れ
た「
寿
瀬
谷
」の
み

な
さ
ん
。
生
涯
現
役
を
め
ざ
し

て
、
元
気
は
つ
ら
つ
、
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。 

平
均
年
齢
70
歳
、元
気
は
つ
ら
つ 

こ
と
ぶ
き   

せ
　
　   

や 



　
夜
間
や
休
日
に
行
っ
て
い
る

救
急
医
療
は
、
か
か
り
つ
け
医

の
診
療
時
間
外
で
急
病
と
な
り
、

翌
日
ま
で
待
て
な
い
状
態
の
時

に
利
用
す
る
医
療
で
す
。
翌
日

ま
で
待
て
る
状
態
な
ら
、
お
子

様
の
今
ま
で
の
病
気
や
薬
の
効

き
具
合
な
ど
を
良
く
知
っ
て
い

る
か
か
り
つ
け
医
に
診
て
も
ら

う
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
本
当
に

必
要
な
際
に
受
診
す
る
、
小
児

救
急
の
賢
い
か
か
り
方
を
考
え

て
見
ま
し
ょ
う
。 

 

朝
ま
で
待
っ
て
よ
い
の
は 

ど
う
い
う
と
き
で
す
か
？ 

 

　
こ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
す
ぐ

に
小
児
救
急
に
か
か
る
べ
き
状

態
以
外
の
場
合
で
す
。
簡
単
に

言
え
ば
、全
身
状
態
が
良
い（
元

気
で
あ
る
）、
苦
し
そ
う
で
な

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
が
ひ
ど

く
な
い
場
合
で
す
。
急
に
熱
が

出
た
か
ら
、
嘔
吐
し
た
か
ら
、

と
す
ぐ
に
救
急
に
か
か
る
患
者

さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、
診
察

す
る
と
ご
機
嫌
で
ニ
コ
ニ
コ
し

て
い
た
り
、
待
合
室
を
か
け
ま

わ
っ
て
い
る
子
供
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
は
、
翌

日
に
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し

た
ほ
う
が
良
い
で
す
ね
。 

 

ど
ん
な
状
態
の
と
き
に 

小
児
救
急
に 

か
か
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？ 
 

　
も
っ
と
も
大
切
な
の
は
子
供

の
全
身
の
状
態
の
観
察
で
す
。

子
供
の
顔
か
ら
全
身
を
よ
く
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
以

下
の
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
場

合
は
す
ぐ
に
小
児
救
急
に
か
か

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
ず
、
顔
色
、
顔
つ
き
が
い

つ
も
と
異
な
り
悪
い
、
ぐ
っ
た

り
し
て
い
る
場
合
。
意
識
は
ど

う
で
す
か
？  

ボ
ー
と
し
て
い

た
り
、
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う
、

意
味
不
明
な
事
を
言
う
場
合
。

水
分
摂
取
と
お
し
っ
こ
は
ど
う

で
す
か
？  

水
分
が
半
日
以
上

と
れ
て
い
な
い
、
尿
が
半
日
以

上
出
て
い
な
い
場
合
で
す
。 

　
全
身
状
態
が
Ｏ
Ｋ
な
ら
、
各

症
状
の
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
症
状

の
チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

簡
単
に
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

症
状
が
強
く
、
苦
痛
が
あ
る
場

合
は
す
ぐ
に
救
急
を
受
診
す
べ

き
と
い
え
ま
す
。 

　
そ
の
他
、
特
有
な
も
の
で
す

が
、
生
後
３
ヶ
月
未
満
の
高
熱

（
重
症
な
細
菌
感
染
症
が
多
い
）、

発
熱
＋
嘔
吐
＋
頭
痛（
髄
膜
炎

の
可
能
性
）、発
熱
＋
発
疹
＋
目

や
唇
が
赤
い
（
川
崎
病
の
可
能

性
）、
乳
幼
児
で
嘔
吐
が
あ
り

時
々
激
し
く
泣
く
、
血
便
が
あ

る（
腸
重
積
症
の
可
能
性
）場
合

や
初
め
て
の
け
い
れ
ん
な
ど
は

す
ぐ
に
小
児
救
急
に
か
か
る
べ

き
で
す
。 

　
最
近
は
核
家
族
の
た
め
適
当

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
な
い

た
め
、
急
病
に
な
る
と
す
ぐ
に

小
児
救
急
に
か
か
っ
て
し
ま
う

の
も
や
む
お
え
な
い
こ
と
で
す
。

不
安
が
強
い
場
合
に
は
、
軽
い

症
状
で
も
救
急
を
利
用
し
て
構

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
は
何
が

不
安
で
来
院
し
た
か
を
担
当
医

に
言
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
次
回
か
ら
は
ど
う
い
う

処
置
を
し
て
翌
日
ま
で
待
て
ば

よ
い
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。 

　最近「総合内科」を標

榜する病院が増えてき

た。診療科目が専門分

化し、自分の病気はど

の科にかかったら良い

のか解らない事が多い。

そのような時に訪ねる

と良い。多くの場合、総

合内科にはベテランの

医師を置いていて、患

者さんの訴えを聞き必

要な検査をしてどの専

門診療科にかかったら

よいかを決めてくれる。 

　勿論、一般の内科の

病気は適切に診断治療

をしてくれる。言って

みれば、お医者さんの

“マネージャー”だ。 

　厚生労働省も日本医

師会も総合内科のよう

な役目をしてくれる「か

かりつけ医」を持つよ

うに勧め指導をしてい

る。やみくもに大病院

へ走るのではなく、信

頼出来る家庭医を探し

持ちましょう。 

（ようチャン） 

待 

合 

室 

こ

んな
時どうする

横浜市小児科医会  吉田義幸 先生 

小児救急を 
賢く利用しましょう 
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5月 ★18日 新しいお産（セミオープンシステム）（1） 
 ★25日 新しいお産（セミオープンシステム）（2） 
6月 ★  1日 軽度発達障害（1） 
 ★  8日 軽度発達障害（2） 
 ★15日 肩と肘のスポーツ障害（1） 
 ★22日 肩と肘のスポーツ障害（2） 
 ★29日 虫による皮膚病（1） 
7月 ★  6日 虫による皮膚病（2） 
 ★13日 高校野球のためお休み（予定） 

5・6・7月の放送予定 

tvkテレビメディカルチェック 

「みんなの健康」 

毎週金曜日午後1時19分より 
（生放送のため、多少前後のずれがあります。ご了承下さい。） 

休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ  

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ  

午前0時以降の 
内科・小児科の初期 
救急診療に対応する 
「拠点病院」 

内科・小児科　診療時間：午前9時～12時 午後1時～4時 内科・小児科・歯科　診療時間：午前10時～午後4時 
●青葉区休日急患診療所　　  （045）973－2707 
●緑区休日急患診療所　        （045）937－2300 

●金沢区三師会立休日救急診療所　（045）782－8785 
●戸塚休日急患診療所　        （045）852－6221

内科・小児科　診療時間：午前10時～午後4時 
●横浜市旭休日急患診療所   （045）363－2020 
●泉区休日急患診療所   （045）801－2280 
●横浜市磯子区休日急患診療所   （045）753－6011 
●神奈川区休日急患診療所   （045）317－5474 
●横浜市港南区休日急患診療所   （045）842－8806 
●港北区休日急患診療所   （045）433－2311 
●栄区医師会休日急患診療所   （045）893－2999 

●横浜市瀬谷区休日急患診療所   （045）302－5115 
●都筑区休日急患診療所   （045）911－0088 
●鶴見区休日急患診療所   （045）503－3851 
●中区休日急患診療所   （045）622－6372 
●西区休日急患診療所   （045）322－5715 
●保土ヶ谷区休日急患診療所   （045）335－5975 
●南区休日急患診療所   （045）731－2416

神奈川県医師会中毒情報相談室【24時間対応】 
  （045）262－4199

横浜市歯科保健医療センター 
休日・夜間救急歯科診療   （045）201－7737 

休日診療：午前10時～午後4時  夜間診療：午後7時～11時 

●横浜市北部夜間急病センター   （045）911－0088 
　都筑区休日急患診療所1階　内科・小児科：午後8時～午前0時 
●横浜市南西部夜間急病センター   （045）806－0921 
　泉区休日急患診療所　内科・小児科：午後8時～午前0時 

●横浜市立市民病院 保土ヶ谷区岡沢町56   （045）331－1961 
●横浜市立みなと赤十字病院 中区新山下3-12-1   （045）628－6100 
●横浜労災病院 港北区小机町3211   （045）474－8111 
●済生会横浜市南部病院 港南区港南台3-2-10   （045）832－1111 
●昭和大学横浜市北部病院 都筑区茅ヶ崎中央35-1   （045）949－7000 
●国立病院機構横浜医療センター 戸塚区原宿3-60-2   （045）851－2621

★横浜市夜間急病センター   （045）212－3535  内科・小児科：午後6時～午前0時   眼科・耳鼻咽喉科：午後8時～午前0時 
★横浜市救急医療情報センター【24時間対応】 （045）201－1199

～かかりつけ医をお探しの方～ 

お近くの医療機関を電話でご紹介いたします。また、ご希望
により診療所や病院の情報と地図をFAXで送ります。 

かかりつけ医 
検索ホームページ 
かかりつけ医 
検索ホームページ 

訪問看護ステーション 看護師の募集 
横浜市内19ヵ所にある各区医師会立のステーションで、
訪問看護に従事してくださる看護師（常勤・非常勤）を募
集しております。詳細は次の連絡先へお問い合わせ下さい。 

【お問い合せ先】 
横浜市医師会事業三課 　045・201・7366


